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１．研究計画の概要
 本研究はアジア地域における美術教育の
教育課程がどのように実質化されているか
を検討するために、美術教育の実態について
実態調査を行うものである。
 シンガポール、マレーシア、台湾における
教育課程、教員養成、教科書・参考書、教育
方法、教育実践の実態について現地調査を行
い、さらに美術教育を支えている各国・地域
の美術文化をあわせて調査するものである。
特に、多民族多文化社会における伝統文化

と現代文化をどのように教材化しているの
かに焦点を当てている。具体的には、異文化
理解のための美術教育、美術教育課程と美術
文化の関連、教員養成と専門教育などである。
これらの事項を把握するため、上記の国及び
地域における初等・中等教育学校、教員養成
機関、高等教育機関等を訪問し、資料収集、
面談及び取材によって、教育課程がどのよう
に構成され、さらにそれが教育現場において
どのように実質化されていくのかを明らか
にする。

２．研究の進捗状況
シンガポールでは南洋工科大学教育研究

所において、美術教育のWinston Angから美
術教育の総合的内容と現状を調査した。また、
伝統美術文化と現代美術文化の関連につい
て、博物館、アートギャラリーにおいて調査
を行った。さらに美術館での美術教育なども
含めて美術文化の教材化、創造性教育の方法
を調査した。現行の教育課程と初等中等美術
教科書の教材構造との関連を明らかにし、美
術教育実践の調査を実施している。
マレーシアにおいては教育省での調査に

よって、教育課程が現在改訂中であることが

明らかになり、改訂のポイントについて調査
中である。教育課程がどのように実践されて
いるかについては、複数の初等学校と中等学
校を訪問し、実態調査を実施している。同時
に、クアラルンプル特別教員養成学院、スル
タン・イドゥリス教育大学において、美術の
教員養成カリキュラムと教材の調査を行っ
た。また、美術教育の参考書籍の内容と初等
教育、中等教育の実態の相関を分析している。
台湾においては台北教育大学において、林
曼麗教授等と面談し、台湾における美術教育
の現状と方向性についての詳細な解説を受
けた。そして、美術教育課程と教員養成の調
査を台北教育大学、屏東教育大学、花蓮教育
大学（現東華大学）において実施した。同時
に、台北県、屏東市、高雄市、花蓮市の小学
校を訪問し、授業観察、教育課程の調査、教
職員への面談調査を通して、学習領域「芸術
と人文」の実態調査を行った。さらに「芸術
と人文」の教科書研究も平行して行っている。
また、教育課程の背景としての美術文化を把
握するため、国立故宮博物院、台北市立美術
館、国立台湾美術館、高雄美術館等において
伝統美術文化と戦後の美術文化について資
料収集と取材を行い、教育課程、教材との関
連を検討している。
また、実態調査以外のアジア地域の研究と
して、中国と韓国の美術教育について文献と
関係者の協力を得て、調査を行っている。

３．現在までの達成度
 ②おおむね順調に進展している。
(理由)各地域での実態調査については、事前
調査と合理的な日程調整、現地での協力者の
手配を十分に準備して実施しているので、調
査の目的はおおむね達成できている。
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 収集した資料は予想よりも多く、資料の整
理、読解、分析については、分担して行って
いる。言語の問題や翻訳の分量、さらに歴史
的・社会的背景の深い理解を要する資料も多
いので、それらの分析とまとめに時間を要し
ている。

４．今後の研究の推進方策 
 今後の推進については当初の計画に大き
な変更点はない。平成 23 年度はこの研究課
題の最終年度なので、国・地域別のまとめと
全体を俯瞰した教育課程の実質化のプロセ
スを考察する。 
（1） シンガポールについて 
 シンガポールおいては創造性育成の方法
について初等、中等教育の調査を実施する。 

（2） 台湾について 
 台湾においては中等教育における芸術と
人文の調査を行い、統合的扱いの意味を検証
する。 
（3） マレーシアについて 
 マレーシアでは新しい教育課程の内容調
査を行う。 
（4） 教育課程の実質化のプロセス 
 教育課程の実質化のプロセスを各国、地域
において検証し、教科書、教材、教員養成、
教育方法、美術文化との関連について分析し
まとめとする。 
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